アルトゥール・シュナーベルによるベートーヴェンのピアノソナタ解釈 : シュナーベル版の指使いの分析を通して by 金丸 友理絵
From the late 19th to the beginning of the 20th century, many practical editions of piano 
music were published with various interpretations by performers and scholars. In the same era, 
a famous pianist Artur Schnabel published Beethoven’s Piano Sonatas with his own revisions.
The Schnabel version is also called a practical edition because he wrote a number of 
dynamic markings and expression markings.
 Schnabel’s fingerings written in detail in Beethoven’s Piano Sonatas are quite distinctive 
compared to other editions. In addition, he paid meticulous attention to fingering. However, 
until present, almost no research on Schnabel’s fingering has been done.
 In this paper, five noteworthy features about his fingerings are presented, attempting to 
explore what these five features are telling, while also looking into the core of the relationship 
between his musical interpretation and his fingering.
1.　はじめに
　本研究は、オーストリア出身のピアニスト、アルトゥール・シュナーベル Artur Schnabel（1882-






演奏、1932 年のロンドン、1933 年には再びベルリン、1936 年にはニューヨークでのベートーヴェ






Interpretation of Beethoven,s Piano Sonatas by Artur Schnabel :























































が最初に校訂を行ったのは、1912 年、モーツァルト Wolfgang Amadeus Mozart（1756-1791）の
ピアノとヴァイオリンのためのソナタ集 9 であった。これは彼の友人でもあった、カール・フレッ
シュとの共同作業によるものである。1928 年には、再びカール・フレッシュと共に、ブラームス
Johannes Brahms（1833-1897）のヴァイオリンとピアノのためのソナタ作品 78、作品 100、作
品 10810 の校訂を行ったほか、ブラームスのヴァイオリン協奏曲作品 77 やヴァイオリンとチェロ
のための二重協奏曲作品 102 のためにピアノスコアを作成した 11。また、モーツァルトのピアノ
ソナタ全曲を校訂する計画もあった。シュナーベルの死によりすべてのソナタを校訂することはで







た。それはそれぞれの音楽家に校訂を依頼する形をとっており、例えば J. S. バッハはエドウィン・
フィッシャー Edwin Fischer（1886-1960）、W. A. モーツァルトはカール・フリートベルク Carl 
Friedberg（1872-1955）、F. シューベルトはコンラッド・アンゾルゲ Conrad Ansorge（1862-1930）、
F. ショパンはレオニード・クロイツァー Leonid Kreutzer（1884-1953）がそれぞれ校訂を行っ
た。その中で、ベートーヴェンの作品の校訂を依頼されたシュナーベルは、ディアベリ変奏曲作品









Otto Louis Koch の所持する、ベートーヴェンの後期のピアノソナタの自筆譜を含む大変貴重な資
料に触れたこともあるとされている 15。またそのような資料に触れることが出来なかった場合は、
シュナーベルは資料を所持している個人または団体に直接手紙を送ったりもしていた。ベルリンの
芸術アカデミーのシュナーベル・アルヒーフには、ピアノソナタ第 17 番作品 31-2 やピアノソナ






アノソナタ全集 18 がたびたび挙げられている。また、カール・チェルニー Carl Czerny（1791-1857）
やハンス・フォン・ビューロー Hans von Bülow（1830-1894）らが校訂した楽譜 19 にも言及している。
　その他には、シュナーベルはルイス・ケーラー Louis Köhler（1826-1886）20、オイゲン・ダルベー





　シュナーベルは、Ullstein 社から依頼を受けたあと、Breitkopf und Härtel 社の旧全集に書き込み
をする形で校訂を行った 24。シュナーベル校訂によるベートーヴェンのピアノソナタの楽譜は、ま
ずウルシュタイン社から 1924 年から 27 年にかけて、各ソナタが 1 曲ごとに出版された。その後、




別紙に記し、Simon and Schuster 社から改訂版を出版することを要求していたが、その訂正箇所が
あまりにも多かったため、受け入れられなかった。そして 1949 年になってようやく、イタリアの

































る。このような例はピアノソナタ第 19 番作品 49-1 第 1 楽章（21-28 小節目の右手）にも見られる。
　（3）指それぞれの特質を生かした指使い
　シュナーベルの指使いは、強弱の強いところ、拍の頭やアクセントのついている音、また重みの
ある音には 1 や 3 などの安定した強い指を使い、p や pp などの繊細さが求められる箇所や、裏拍
から始まる音、フレーズの終わりには、4 や 5 の比較的弱い指を多く使うなど、指それぞれの個性
を生かして、音楽的な脈略にあった指使いにする傾向がある。
 　[ 譜例 3]　ピアノソナタ第 17 番　第 1 楽章　（152-158 小節）　シュナーベル版




　[ 譜例 4]　ピアノソナタ第 26 番　第 3 楽章（37-44 小節）シュナーベル版
　譜例の前半では一つ一つの音に sf がついているので全て 1 の指で弾くようになっているが、後










　[ 譜例 5]　ピアノソナタ第 16 番　第 2 楽章（第 26 小節後半）シュナーベル版
　譜例の後半部分に見られるノンレガートでは、4 の指を連続して使っている。この他にも、ピア
ノソナタ第 15 番の第 1 楽章に現れるノンレガートの部分も、同様に 4 の指で統一されており、第











　[ 譜例 6]　ピアノソナタ第 12 番作品 26　第 1 楽章　第 4 変奏（冒頭部分）　シュナーベル版








　なお、シュナーベルが校訂したモーツァルトのピアノソナタ K. 331 と K. 457 の指使いについて
調査したところ、K. 331 の Andante grazioso では、レガートに弾くための指換えがしばしば見ら
れたほか、第 2 変奏の冒頭 1-2 小節では、右手のテヌートの音での指換えが見られた。
　また、K. 457 の Adagio の冒頭 5-6 小節目の右手に表れる下行形のノンレガートでは、ベートーヴェン

































































 　[ 譜例 7]
　これは、カール・フィリップ・エマヌエル・バッハの頃からあるハ長調の音階の一般的な指使い
である。音符の上に記してあるのが右手の指番号、下に記してあるのが左手の指番号である。この
伝統的な指使い 37 に対するシュナーベルの考えとして、左手の指使いは、属音に 1 の指がきてい
るのに対し、右手は下属音に 1 の指がきていているため、右手だけが音楽的に不自然な箇所にア
クセントがついてしまうおそれがあるとして、シュナーベルは、音楽的に弾くのであれば、左手と
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